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竹
内
式
部
と
宝
暦
事
件

竹
内
式
部
の
人
物
像
を
明
ら
か
に
し
、
宝
暦
事
件
の
真
相
に

歴
史
・
神
学
・
思
想
の
各
視
点
か
ら
迫
る
総
合
研
究
書

　

こ
れ
ま
で
の
宝
暦
事
件
研
究
で
は
竹
内
式
部
に
つ
い
て
彼
の
学
問
で
あ
る
垂
加
神

道
・
崎
門
学
に
則
し
た
基
礎
的
な
検
討
が
殆
ど
為
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
故
、
式
部
に

学
ん
だ
公
家
が
御
進
講
を
奉
仕
す
る
目
的
、
さ
ら
に
そ
の
御
進
講
を
望
ま
れ
る
桃
園
天

皇
の
大
御
心
と
い
っ
た
事
件
の
根
幹
に
か
か
る
点
も
明
ら

か
に
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
本
書
で
は
、
数
少
な
い
基
礎
史
料
と
新
出
史
料
、

ま
た
関
係
資
料
を
用
い
、
竹
内
式
部
の

生
涯
を
通
覧
し
な
が
ら
、
彼
の

学
問
と
人
物
と
を
垂
加

神
道
・
崎
門
学
に
則

し
て
明
ら
か
に
す
る
。

そ
の
上
で
式
部
門
弟

の
視
点
か
ら
宝
暦
事
件

の
再
考
を
試
み
、
事
件
の

実
態
に
迫
る
。
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本
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要
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文
〕

　
　

 「
浅
見
絅
斎
『
論
語
師
説
』
と
繾
綣
惻
怛

―
わ
が
国
に
於
け
る『
論
語
』実
践
―
」（
西

岡
和
彦
・
石
本
道
明
・
青
木
洋
司
編
『
江

戸
期
『
論
語
』
訓
蒙
書
の
基
礎
的
研
究
』

明
徳
出
版
社
、
令
和
三
年
所
収
）

　
　

 「
若
林
強
斎
『
仁
説
問
答
講
録
』
に
つ
い

て
―
崎
門
学
に
於
け
る
「
仁
説
」
―
」（『
藝

林
』
七
一
―
二
、
令
和
四
年
）

竹内式部像（新潟県新潟市、筆者撮影）
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※ 

第
一
篇
〜
第
二
篇
の
各
章
に
は
、「
は
じ
め
に
」
と
「
お
わ
り
に
」
が

あ
る
が
、
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
、
こ
の
一
覧
で
は
省
略
し
た
。


